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青年教師・向山氏が、

新たな赴任校で子どもたちと出会い、
歩み始めたその「序章」。

そこに込められた覚悟と子どもたちへのま
なざしを、お届けしたい。

この新たな赴任先である調布大塚小学校
で、向山氏は「分析批評」をはじめ、後に「向
山型」と呼ばれる数多くの実践を創出して
いくことになる。

この「出会いの序章」は、新しい教育文
化誕生の「序章」でもあった。

本冊子には、

(1) 向山洋一『学級通信エトセトラ（第
一巻への序）』調布大塚小５年 1975
向山実物資料 A111-05-01-00
(2) 向山洋一『学級通信エトセトラ
No.1 ～ 12』調布大塚小５年 1975
向山実物資料 A111-05-01-01 ～ 12
(3) 向山洋一『学年だより（４月号）」
調布大塚小５年 1975
向山実物資料 A111-15-01
(4) 向山洋一『学級通信スナイパー
No.1 ～２』調布大塚小５年 1977
向山実物資料 A113 ① -05-01-01 ～２

他が掲載されている。

解説は、手塚美和氏である。

今号のテーマは「出会いの序章」である。
1975 年。向山洋一氏は 31 歳。
３月、大森第四小学校にて全身全霊を込

めて二代目の卒業生を送り出す。
そして４月、調布大塚小学校に転勤。三

代目となる 5 年生の担任となる。　

学級通信集『エトセトラ』第一巻の序文
に、向山氏は次のように記した。

「まったく偶然に調布大塚小に赴任し、まっ
たく偶然に 5 年 2 組の子どもたちと出会っ
たのである」
「この間、幾度となく心は前任校の大四小
に回帰した。そこで過ごした７年間への回
帰ではない。俺がそこで生きてきた、７年
間の “ 人生 ” への回帰であった」
「不器用な俺は、新しい出立を白紙で始め
ることはできない。これまでの生への執着
の上にしか、現在の生を考えることができ
ない」
「しかし俺は、『大四小の方がよかった』と
か『大四小に帰りたい』などと口にしたこと
も、考えたこともなかった。俺の “ 現在 ” は、
大四小の延長上にあるのだと言ってきたの
である」
「子どもたちもまた、それまでの生の延長
に “ 現在 ” を生きているのである」
「生に執着しつづける人間が、偶然出会っ
た新しい環境の中で、おずおずと新しい生
を築こうとした努力の記録が、この『エトセ
トラ』第一巻である」

本資料について



3

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.17

　2025. APR.

　
｜
　1975

　「
出
会
い
の
序
章
」
手
前
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
品
川
、
旗
の
台
で
す

●向山洋一『学級通信エトセトラ（表紙）』調布小塚小５年 1975   向山実物資料 A111-01-01



4

●向山洋一『学級通信エトセトラ（第一巻への序）』調布大塚小 1975  向山実物資料 A111-05-01-00
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.1』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-01
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.2』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-02
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.3』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-03
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.4』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-04
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.5』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-05
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.6』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-06
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.7』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-07
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.8』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-08
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.9』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-09
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.9』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-09
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.10』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-10
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.10』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-10
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.11』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-11
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.11』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-11
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●向山洋一『学級通信エトセトラ No.12』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-12



29

特
典 

向
山
洋
一 

教
育
資
料
　
｜
　No.17

　2025. APR.

　
｜
　1975

　「
出
会
い
の
序
章
」
手
前
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
品
川
、
旗
の
台
で
す

●向山洋一『学級通信エトセトラ No.12』調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-05-01-12
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●向山洋一『学年だより（４月号）」調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-15-01
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●向山洋一『学年だより（４月号）」調布大塚小５年 1975   向山実物資料 A111-15-01
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●向山洋一『学級通信スナイパー No.1』調布大塚小５年 1977    向山実物資料 A113 ① -05-01-01
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●向山洋一『学級通信スナイパー No.1』調布大塚小５年 1977    向山実物資料 A113 ① -05-01-01
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●向山洋一『学級通信スナイパー No.2』調布大塚小５年 1977　向山実物資料 A113 ① -05-01-02
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●向山洋一『学級通信スナイパー No.2』調布大塚小５年 1977　向山実物資料 A113 ① -05-01-02
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●向山洋一『学級通信スナイパー No.3』調布大塚小５年 1977　向山実物資料 A113 ① -05-01-03
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●向山洋一『学級通信スナイパー No.3』調布大塚小５年 1977　向山実物資料 A113 ① -05-01-03
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かち合いたかった。向山式の指導をした。
私の拙い指導でも、やはり全ての子が跳び
箱を跳べるようになった。

向山氏はいう。

誰だって、良い教師になれる。
誰だって、良い授業ができる。
但し、絶対の条件がある。
教師が謙虚に学ばねばならないとい
うことである。（教え方のプロ・向山
洋一全集４）

謙虚に学ばねばならない。
謙虚に学べば、私でも、良い教師になれ

る。私でも、良い授業ができるようになる。
そう信じることのできる教育技術を TOSS で
学び始めた時の喜びを忘れられない。

2．一流の教師は何を見ているのか？

謙虚に学ぶとはどういうことだろうか。
谷氏は言う

超一流のプロは、私たちが想像でき
る次元を超えたレベルの技を持って
いる。そういった世界を知った上で
の修業が大切だ。

（教師のベーシックスキル 7+3 ①）

冒頭で書いた「跳び箱を跳ばせる」技術
それは、とても簡単な技術だ。
しかし、跳び箱という技をつきつめれば、

解 説

1．どの子にも可能性があることを信じる

向山氏 28 歳時の『アンバランス』。
29 歳の時の『エトランゼ』。
31 歳『エトセトラ』
33 歳『スナイパー』。
すべてに、共通して書かれていること。

全ての人間には、一人一人限りない
可能性がある

それは、新しく子ども達と出会うと、向山
氏が必ず話すことである。

全ての子に可能性がある。
それを具体的に証明する一つの手立てが、

「跳び箱」だ。
1975 年 4 月 12 日。子ども達との約束

通り、向山氏は跳び箱を全員跳ばせた。

先生のいった通りにやれば　とべた
んだ。まだ、できないものがあるけ
れど、先生のいうとおりにやれば、きっ
とできると思う。（エトセトラ No.7）

5 年生を担任した時も、同様のドラマが
起きている。

松元がとんだとき、すかさずおきた
全員の拍手。それは、とてもあたた
かいひびきだった。「人間は、だれ
だってできる」（エトランゼ No.18）

私もそんな体験をクラスの子どもたちと分

子どもの可能性を開く教師の力。見えないものを見抜く教師の力
手塚 美和
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次元を超えた世界がある。
たとえば「着地」。

どたどたと着地するときと、美しく着
地するときでは、足の指が違う。（エ
トランゼ No.18）

「足」が違うのではない。
「足の指」が違うのである。

教師は、上靴の中の足の指まで見え
るようにならなくてはならない。（エト
ランゼ No.18）

「上靴の中の足の指」が見えるとは、どう
いう意味なのか？

上靴の中の指が、実際に見えるはずがな
い。着地した足の指、そこにつながる下半
身から上半身へのしなやかな動き。

向山氏には、そうした全体が見えている
のであろう。

さらに、向山氏は言う。

四人一緒に飛ばせて、全て見えなく
てはならない。（エトランゼ No.18）

一人でも異次元なのに、四人一緒に見取
るのである。

向山氏の異次元の見取りは、まだある。
例えば、子どもに名前を書かせる場面。

最初の授業は自分の名前を漢字で三
回書かすことである。一人一人持っ

てこさせ、ダメなのはやり直しを命じ
る。（5 年の学級経営）

これだけで、①その子の性格、②学習態
度、③今までの積み重ね、④家庭の机の
上の様子、そうしたことが向山氏には分か
るのだ。その上で「ダメなのはやり直しを
命じる」という。①〜④を見取ったうえで、「や
り直しを命じる」のである。

そうすることによって、その子の学習への
向かい方に介入するのである。

新一年生の持ち物から見取る場面。

筆箱は表情を持っているのである。
技量のある教師は、その表情をのが
しはしない。（子どもを動かす法則）

医師であれ、農民であれ、技術者であれ、
プロは素人に見えない世界を持っている。
その見取りに応じて、最善の手立てを打つ。

うまい方法だけを追い求めていても、こう
した力は身につかない。向山氏や TOSS の
先生方の世界を知った上で、学び続けるこ
とが、私には必要だった。

3．教師の見る力を磨く

「跳び箱を全員跳ばせる」それは、子ども
たちの未来を拓く第一歩である。その第一
歩でとどまることなく、さらに教師の見る力
を高めていきたい。これからも、謙虚に学
び続けていく。
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